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(57)【要約】
【課題】タブ形式の画面が表示される表示制御装置にお
いて、一般モードでの動作の開始後に最初に選択状態に
させるタブの初期値を決定できるように構成されている
場合において、その初期値に決定されたタブの属性が、
個人モード時に表示される属性に変化されても、一般モ
ードでの動作開始後に適切な画面表示が行われるように
する。
【解決手段】一般モード時は、共有属性タブ４１～４３
を含む一方でパーソナル属性タブは含まないホーム画面
４０を表示させる。また、一般モードに設定されたとき
に選択状態にするメインタブを予め設定可能であり、一
般モードに設定された場合はそのメインタブを選択状態
とする。ただし、メインタブの属性がパーソナルに設定
されている場合は、そのメインタブをホーム画面４０に
含めず、そのメインタブとは異なる共有属性タブを選択
状態とする。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示部と、
　入力部と、
　制御部と、
　を備えた表示制御装置であって、
　前記制御部は、前記表示部に少なくとも１つの表示対象タブを含む待機画面を表示させ
る表示処理を実行し、
　前記少なくとも１つの表示対象タブは、複数のタブのうちの少なくとも１つであり、
　前記待機画面は、前記少なくとも１つの表示対象タブのうちの１つが選択状態に設定さ
れ、
　前記複数のタブの各々は、機能が対応付けられた画像である機能オブジェクトが登録さ
れ得るように構成され、
　前記複数のタブの各々は、共有及びパーソナルのうちのいずれかの属性に設定され、
　前記複数のタブの各々は、特定の登録ユーザが登録され得るように構成され、
　前記制御部は、さらに、
　前記複数のタブのうちいずれか１つをメインタブに設定するメインタブ設定処理と、
　当該表示制御装置のユーザモードを一般モード及び個人モードのうちの１つに設定する
ユーザモード設定処理であって、前記個人モードに対応したユーザ認証情報が前記入力部
を介して入力されることに応じて前記ユーザモードを前記個人モードに設定する前記ユー
ザモード設定処理と、
　を実行し、
　前記表示処理は、
　前記ユーザモードが前記一般モードに設定されることに応じて前記待機画面を前記表示
部に表示させる第１表示処理であって、前記少なくとも１つの表示対象タブは、前記属性
が共有に設定されている前記タブである共有属性タブを含む一方で前記属性がパーソナル
に設定されている前記タブであるパーソナル属性タブは含まず、前記メインタブの前記属
性が共有に設定されている場合はそのメインタブを前記選択状態とし、前記メインタブの
前記属性がパーソナルに設定されている場合は、そのメインタブは含まず、そのメインタ
ブとは異なる前記共有属性タブを前記選択状態とする、前記第１表示処理と、
　前記ユーザモードが前記個人モードに設定されることに応じて前記待機画面を前記表示
部に表示させる第２表示処理であって、前記少なくとも１つの表示対象タブは、設定され
ている前記個人モードに対応した前記登録ユーザが登録されている前記パーソナル属性タ
ブを含む一方で、設定されている前記個人モードに対応した前記登録ユーザが登録されて
いない前記パーソナル属性タブは含まない、前記第２表示処理と、
　を備える、表示制御装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の表示制御装置であって、
　前記第１表示処理は、前記メインタブの前記属性がパーソナルに設定されている場合、
そのメインタブとは異なり且つ前記機能オブジェクトが登録されている前記共有属性タブ
を前記選択状態とする、
　表示制御装置。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２に記載の表示制御装置であって、
　前記メインタブ設定処理は、
　前記複数のタブのうち前記属性が共有に設定されているタブを選択肢として含み、前記
属性がパーソナルに設定されているタブを選択肢として含まない、メインタブ選択画面を
前記表示部に表示させるメインタブ選択画面表示処理、
　を含み、
　前記メインタブ設定処理は、前記メインタブ選択画面において前記選択肢として表示さ
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れたタブのうち前記入力部を介して選択されたいずれか１つを前記メインタブに設定する
、
　表示制御装置。
【請求項４】
　請求項１～請求項３のいずれか１項に記載の表示制御装置であって、
　前記制御部は、さらに、
　前記複数のタブ毎の、前記入力部を介して前記属性を選択させるための選択用画像を含
む属性設定画面を前記表示部に表示させる属性設定画面表示処理であって、前記メインタ
ブに対応した前記選択用画像に特定のマークを付加するように構成された前記属性設定画
面表示処理と、
　前記複数のタブの前記属性を、共有及びパーソナルのうち前記属性設定画面において前
記入力部を介して選択されたいずれかに設定する属性設定処理と、
　を実行する、表示制御装置。
【請求項５】
　請求項１～請求項４のいずれか１項に記載の表示制御装置であって、
　前記制御部は、さらに、
　前記表示処理により表示される前記待機画面を特定の初期状態に設定するための初期化
指示操作を前記入力部を介して受け付ける初期化受付処理と、
　前記初期化受付処理により前記初期化指示操作が受け付けられた場合、予め設定されて
いる初期設定タブの前記属性を判断する属性判断処理と、
　を実行し、
　前記メインタブ設定処理は、前記属性判断処理により前記初期設定タブの前記属性が共
有と判断されることに応じて、前記初期設定タブを前記メインタブに設定し、前記属性判
断処理により前記初期設定タブの前記属性がパーソナルと判断されることに応じて、前記
初期設定タブを前記メインタブとは異なる前記共有属性タブに設定する、
　表示制御装置。
【請求項６】
　請求項１～請求項５のいずれか１項に記載の表示制御装置であって、
　さらに、個人モード情報が記憶された第１の記憶部であって、前記個人モード情報は、
前記個人モード時に前記第２表示処理により表示される前記待機画面において、その個人
モードに対応した前記登録ユーザが登録されている前記パーソナル属性タブ、及び前記メ
インタブ、のうちどちらを前記選択状態とするかを示す情報である、前記第１の記憶部を
備え、
　前記第２表示処理は、設定されている前記個人モードに対応した前記登録ユーザが登録
されている前記パーソナル属性タブ、及び前記メインタブ、のうち、前記第１の記憶部に
記憶されている前記個人モード情報が示すいずれか一方を前記選択状態とする前記待機画
面を前記表示部に表示させる、
　表示制御装置。
【請求項７】
　請求項１～請求項６のいずれか１項に記載の表示制御装置であって、
　さらに、前記登録ユーザ毎の、前記第２表示処理において前記選択状態にさせるべきタ
ブである選択指定タブを示す選択指定情報が記憶された第２の記憶部を備え、
　前記第２表示処理は、前記第２の記憶部に記憶されている前記選択指定情報に基づき、
設定されている前記個人モードに対応した前記登録ユーザの前記選択指定タブを選択状態
とする前記待機画面を前記表示部に表示させる、
　表示制御装置。
【請求項８】
　表示制御方法であって、
　少なくとも１つの表示対象タブを含む待機画面を表示部に表示させる表示ステップを有
し、
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　前記少なくとも１つの表示対象タブは、複数のタブのうちの少なくとも１つであり、
　前記待機画面は、前記少なくとも１つの表示対象タブのうちの１つが選択状態に設定さ
れ、
　前記複数のタブの各々は、機能が対応付けられた画像である機能オブジェクトが登録さ
れ得るように構成され、
　前記複数のタブの各々は、共有及びパーソナルのうちのいずれかの属性に設定され、
　前記複数のタブの各々は、特定の登録ユーザが登録され得るように構成され、
　前記表示制御方法は、さらに、
　前記複数のタブのうちいずれか１つをメインタブに設定するメインタブ設定ステップと
、
　ユーザモードを一般モード及び個人モードのうちの１つに設定するユーザモード設定ス
テップであって、前記個人モードに対応したユーザ認証情報が入力されることに応じて前
記ユーザモードを前記個人モードに設定する前記ユーザモード設定ステップと、
　を実行し、
　前記表示ステップは、
　前記ユーザモードが前記一般モードに設定されることに応じて前記待機画面を前記表示
部に表示させる第１の表示ステップであって、前記少なくとも１つの表示対象タブは、前
記属性が共有に設定されている前記タブである共有属性タブを含む一方で前記属性がパー
ソナルに設定されている前記タブであるパーソナル属性タブは含まず、前記メインタブの
前記属性が共有に設定されている場合はそのメインタブを前記選択状態とし、前記メイン
タブの前記属性がパーソナルに設定されている場合はそのメインタブとは異なる前記共有
属性タブを前記選択状態とする、前記第１の表示ステップと、
　前記ユーザモードが前記個人モードに設定されることに応じて前記待機画面を前記表示
部に表示させる第２の表示ステップであって、前記少なくとも１つの表示対象タブは、設
定されている前記個人モードに対応した前記登録ユーザが登録されている前記パーソナル
属性タブを含む一方で、設定されている前記個人モードに対応した前記登録ユーザが登録
されていない前記パーソナル属性タブは含まない、前記第２の表示ステップと、
　を有する、表示制御方法。
【請求項９】
　表示部と、
　入力部と、
　制御部と、
　を備えた表示制御装置における前記制御部が実行可能なプログラムであって、
　前記制御部に、前記表示部に少なくとも１つの表示対象タブを含む待機画面を表示させ
る表示処理を実行させ、
　前記少なくとも１つの表示対象タブは、複数のタブのうちの少なくとも１つであり、
　前記待機画面は、前記少なくとも１つの表示対象タブのうちの１つが選択状態に設定さ
れ、
　前記複数のタブの各々は、機能が対応付けられた画像である機能オブジェクトが登録さ
れ得るように構成され、
　前記複数のタブの各々は、共有及びパーソナルのうちのいずれかの属性に設定され、
　前記複数のタブの各々は、特定の登録ユーザが登録され得るように構成され、
　前記プログラムは、さらに、前記制御部に、
　前記複数のタブのうちいずれか１つをメインタブに設定するメインタブ設定処理と、
　当該表示制御装置のユーザモードを一般モード及び個人モードのうちの１つに設定する
ユーザモード設定処理であって、前記個人モードに対応したユーザ認証情報が前記入力部
を介して入力されることに応じて前記ユーザモードを前記個人モードに設定する前記ユー
ザモード設定処理と、
　を実行させ、
　前記表示処理は、
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　前記ユーザモードが前記一般モードに設定されることに応じて前記待機画面を前記表示
部に表示させる第１表示処理であって、前記少なくとも１つの表示対象タブは、前記属性
が共有に設定されている前記タブである共有属性タブを含む一方で前記属性がパーソナル
に設定されている前記タブであるパーソナル属性タブは含まず、前記メインタブの前記属
性が共有に設定されている場合はそのメインタブを前記選択状態とし、前記メインタブの
前記属性がパーソナルに設定されている場合はそのメインタブとは異なる前記共有属性タ
ブを前記選択状態とする、前記第１表示処理と、
　前記ユーザモードが前記個人モードに設定されることに応じて前記待機画面を前記表示
部に表示させる第２表示処理であって、前記少なくとも１つの表示対象タブは、設定され
ている前記個人モードに対応した前記登録ユーザが登録されている前記パーソナル属性タ
ブを含む一方で、設定されている前記個人モードに対応した前記登録ユーザが登録されて
いない前記パーソナル属性タブは含まない、前記第２表示処理と、
　を備える、プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示部に表示される画面の内容を制御する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、タブ形式のショートカット一覧画面が表示される複合機が開示されて
いる。タブ形式のショートカット一覧画面においては、表示されているタブのうちいずれ
か１つのタブが選択状態にされ、その選択状態のタブに対応付けられたショートカット機
能の選択肢を含む画面が表示される。
【０００３】
　特許文献１に記載の複合機では、登録ユーザがログインしていない一般モード時は、シ
ョートカット一覧画面には、全てのユーザが利用可能な共有タブが表示される。一方、い
ずれかの登録ユーザがログインした個人モード時は、ショートカット一覧画面には、共有
タブは表示されず、ログインした登録ユーザに登録された個人用タブのみ表示される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１６－７１６８０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１に記載の複合機においては、例えば、起動時或いは一般モード移行時などの
一般モードでの動作の開始後に最初に選択状態にさせるタブの初期値であるメインタブを
、いずれかの共有タブに予め決定しておく使用形態が考えられる。
【０００６】
　しかし、このような使用形態においては、次のような問題が生じ得る。即ち、タブ毎に
その属性を共有タブ又は個人用タブに設定変更できるように構成した場合、メインタブの
属性が共有タブから個人用タブに変更され得る。メインタブの属性が個人用タブに変更さ
れると、複合機は、一般モード時での動作の開始後に選択状態にすべきタブを特定するこ
とが困難となる。
【０００７】
　本発明は上記課題に鑑みなされたものであり、タブ形式の画面が表示される表示制御装
置において、一般モードでの動作の開始後に最初に選択状態にさせるタブの初期値を決定
できるように構成されている場合において、その初期値に決定されたタブの属性が、個人
モード時に表示される属性に変化されても、一般モードでの動作開始後に適切な画面表示
が行われるようにすることを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の表示制御装置は、表示部と、入力部と、制御部と、を備える。制御部は、表示
部に少なくとも１つの表示対象タブを含む待機画面を表示させる表示処理を実行する。
　前記少なくとも１つの表示対象タブは、複数のタブのうちの少なくとも１つである。待
機画面は、前記少なくとも１つの表示対象タブのうちの１つが選択状態に設定される。複
数のタブの各々は、機能が対応付けられた画像である機能オブジェクトが登録され得る。
複数のタブの各々は、共有及びパーソナルのうちのいずれかの属性に設定される。複数の
タブの各々は、特定の登録ユーザが登録され得る。
【０００９】
　制御部は、さらに、メインタブ設定処理と、ユーザモード設定処理とを実行する。メイ
ンタブ設定処理は、複数のタブのうちいずれか１つをメインタブに設定する。ユーザモー
ド設定処理は、当該表示制御装置のユーザモードを一般モード及び個人モードのうちの１
つに設定する。ユーザモード設定処理は、個人モードに対応したユーザ認証情報が入力部
を介して入力されることに応じて、ユーザモードを個人モードに設定する。
【００１０】
　表示処理は、第１表示処理と、第２表示処理とを備える。
　第１表示処理は、ユーザモードが一般モードに設定されることに応じて待機画面を表示
部に表示させる。この場合における前記少なくとも１つの表示対象タブは、属性が共有に
設定されているタブである共有属性タブを含む一方で、属性がパーソナルに設定されてい
るタブであるパーソナル属性タブは含まない。さらに、メインタブの属性が共有に設定さ
れている場合はそのメインタブを選択状態とし、メインタブの属性がパーソナルに設定さ
れている場合は、そのメインタブは含まず、そのメインタブとは異なる共有属性タブを選
択状態とする。
【００１１】
　第２表示処理は、ユーザモードが個人モードに設定されることに応じて待機画面を表示
部に表示させる。この場合における前記少なくとも１つの表示対象タブは、共有属性タブ
、及び設定されている個人モードに対応した登録ユーザが登録されているパーソナル属性
タブを含む一方で、設定されている個人モードに対応した登録ユーザが登録されていない
パーソナル属性タブは含まない。
【００１２】
　このように構成された表示制御装置では、ユーザモードが一般モードに設定されている
場合、パーソナル属性タブは表示されずに共有属性タブが表示され、そのうちメインタブ
に設定されているタブが選択状態にされる。ただし、メインタブの属性がパーソナルに設
定されている場合は、そのメインタブは表示されず、他のいずれかの共有属性タブが選択
状態にされる。
【００１３】
　そのため、メインタブの属性がパーソナルに設定変更されても、一般モードでの動作開
始後、選択状態のタブを適切に決定して、待機画面を適切に表示させることが可能となる
。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】情報処理システムの概略構成を示す説明図である。
【図２】メインホーム画面設定値が第１タブに設定されている場合における一般モード時
のホーム画面の一例を示す説明図であり、（ａ）は第１タブ～第３タブが共有属性である
場合のホーム画面の一例を示し、（ｂ）は（ａ）の状態から第１タブの属性がパーソナル
に変更された場合のホーム画面の一例を示す。
【図３】（ａ）はメインホーム画面タブ設定テーブルを示す説明図、（ｂ）はタブ設定テ
ーブルを示す説明図、（ｃ）はユーザリストを示す説明図、（ｄ）は個人登録タブの個人
用メインホーム画面タブ設定テーブルを示す説明図である。
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【図４】タブ属性設定画面を示す説明図である。
【図５】メインホーム画面設定画面を示す説明図である。
【図６】メインホーム画面設定値が第１タブに設定されている場合における個人モード時
のホーム画面の一例を示す説明図であり、（ａ）は個人登録タブを個人用メインホーム画
面タブとする設定がオンにされている場合のホーム画面の一例を示す説明図であり、（ｂ
）は個人登録タブを個人用メインホーム画面タブとする設定がオフに設定されている場合
のホーム画面の一例を示す説明図であり、（ｃ）は（ｂ）の状態から第１タブの属性がパ
ーソナルに変更された場合のホーム画面の一例を示す。
【図７】一般モードホーム画面表示処理を示すフローチャートである。
【図８】タブ属性設定処理を示すフローチャートである。
【図９】メインホーム画面設定処理を示すフローチャートである。
【図１０】メインホーム画面初期化処理を示すフローチャートである。
【図１１】個人モードホーム画面表示処理を示すフローチャートである。
【図１２】個人モードホーム画面表示処理の他の例を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施形態について、図面を参照しながら説明する。
　［実施形態］
　（１）情報処理システムの概要
　図１に示す本実施形態の情報処理システム１は、画像処理装置１０と、情報処理装置２
０とを備える。画像処理装置１０と情報処理装置２０とは、ネットワーク３を通じて相互
にデータ通信可能である。ネットワーク３は、どのようなネットワークであってもよい。
ネットワーク３は、例えば有線のネットワークであってもよいし、無線のネットワークで
あってもよい。また、有線及び無線のいずれにおいても、具体的な通信方式はどのような
通信方式であってもよい。
【００１６】
　（２）画像処理装置の構成
　画像処理装置１０は、原稿の画像を読み取ってその読み取った画像の画像データを生成
するスキャン機能、記録用紙への画像の印刷を行う印刷機能、スキャン機能により読み取
った画像を印刷機能により記録用紙に印刷するコピー機能、ファクシミリデータの送受信
を行うファクス機能など、規定の複数の機能を備えている。
【００１７】
　図１に示すように、画像処理装置１０は、制御部１１と、記憶部１２と、表示部１３と
、入力部１４と、読取部１５と、印刷部１６と、メディアインタフェース部１７と、第１
通信部１８と、第２通信部１９とを備え、これらがバス５を介して相互に接続されている
。なお、メディアインタフェース部のことを、以下「メディアＩ／Ｆ」と略称する。
【００１８】
　制御部１１はＣＰＵを有する。記憶部１２は、例えばＲＯＭ、ＲＡＭ、ＮＶＲＡＭ、フ
ラッシュメモリなどの半導体メモリを有する。即ち、画像処理装置１０は、ＣＰＵ及び半
導体メモリを含むマイクロコンピュータを備えている。
【００１９】
　制御部１１は、非遷移的実体的記録媒体に格納されたプログラムを実行することにより
各種機能を実現する。本実施形態では、記憶部１２が、プログラムを格納した非遷移的実
体的記録媒体に該当する。なお、制御部１１により実現される各種機能は、プログラムの
実行によって実現することに限るものではなく、その一部又は全部について、一つあるい
は複数のハードウェアを用いて実現してもよい。
【００２０】
　記憶部１２には、後述するホーム画面４０（図２，図６参照）を含む各種画面のデータ
が記憶されている。また、記憶部１２には、図３（ａ）に示すメインホーム画面タブ設定
テーブルのデータ、図３（ｂ）に示すタブ設定テーブルのデータ、図３（ｃ）に示すユー
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ザリストのデータ、図３（ｄ）に示す個人登録タブの個人用メインホーム画面タブ設定テ
ーブルのデータ、図４に示すタブ属性設定画面のデータ、図５に示すメインホーム画面設
定画面３５のデータ、図７～図１２に示す各処理のプログラム、なども記憶される。
【００２１】
　表示部１３は、各種情報を表示するための表示デバイスを有する。本実施形態の表示部
１３は、表示デバイスとしてディスプレイ１３ａを有する。
　入力部１４は、各種入力操作を受け付けるための入力用デバイスを有する。本実施形態
の入力部１４は、入力用デバイスとしてタッチパネル１４ａを有する。タッチパネル１４
ａは、表示部１３の表示デバイスにおける、画像が表示される画像表示領域に重畳配置さ
れる。
【００２２】
　タッチパネル１４ａは、表示部１３の画像表示領域に対する、指示体による接触又は近
接による指示操作を検出可能である。即ち、タッチパネル１４ａは、表示部１３の画像表
示領域に対して指示体による指示操作が行われている場合に、その指示操作が行われてい
る位置である指示位置を示す位置情報を出力可能に構成されている。本実施形態のタッチ
パネル１４ａは、指示体により指示操作が行われている間、位置情報を連続的又は周期的
に出力するよう構成されている。
【００２３】
　なお、タッチパネル１４ａは、指示操作として接触のみ検出可能な構成であってもよい
し、近接のみ検出可能な構成であってもよいし、接触及び近接の両方を検出可能な構成で
あってもよい。
【００２４】
　制御部１１は、タッチパネル１４ａから出力される位置情報を取得し、その取得した位
置情報に基づいて、指示体の指示操作の有無、指示操作が行われている場合における指示
位置、指示操作が行われている場合における指示体による少なくとも一種類の特定の操作
を検出することができる。
【００２５】
　制御部１１が検出可能な特定の操作には、例えば、タップ操作、フリック操作、ドラッ
グ操作などが含まれる。タップ操作は、指示体により指示操作が行われた後、同じ位置で
指示体が離れる操作である。指示操作を行うことが可能な指示体の具体的態様は種々考え
られ、例えば指先であってもよいし、スタイラスペンなどの特定の指示用デバイスであっ
てもよい。
【００２６】
　読取部１５は、イメージセンサを備え、原稿の画像を読み取り、読み取った画像の画像
データを生成する。印刷部１６は、インクジェット技術や電子写真技術の印刷機構を有し
、シート状の記録用紙に画像を印刷することが可能である。
【００２７】
　メディアＩ／Ｆ１７は、例えばＵＳＢフラッシュメモリなどの、各種の記憶メディアが
装着されるインタフェース部であり、装着された記憶メディアに対するデータの書き込み
及び読み出しを制御する。
【００２８】
　第１通信部１８は、画像処理装置１０をネットワーク３に接続するための通信インタフ
ェースである。画像処理装置１０は、第１通信部１８を介して、パソコンやスマートフォ
ン、タブレット端末などの各種情報処理装置と有線又は無線にてデータ通信可能であって
もよい。また、画像処理装置１０は、第１通信部１８を介してインターネットに接続し、
インターネットを介して他の各種サーバや各種情報処理装置などとデータ通信可能であっ
てもよい。
【００２９】
　第２通信部１９は、通信回線１５０を通じて外部機器と通信を行うためのインタフェー
ス部である。第２通信部１９に接続される通信回線１５０は、本実施形態では例えば公衆
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電話網である。ファクス機能におけるファクシミリデータの送受信は、基本的には、第２
通信部１９を介して行われる。
【００３０】
　（３）情報処理装置の構成
　情報処理装置２０は、例えばパーソナルコンピュータ、タブレット端末、スマートフォ
ンなどの、各種の情報処理端末である。情報処理装置２０は、図１に示すように、制御部
２１と、記憶部２２と、入力部２３と、表示部２４と、通信部２５とを備える。
【００３１】
　制御部２１は、例えばＣＰＵを有する。記憶部２２は、例えばＲＯＭ、ＲＡＭ、ＮＶＲ
ＡＭ、フラッシュメモリなどの半導体メモリを有する。即ち、本実施形態の情報処理装置
２０は、ＣＰＵ及び半導体メモリを含むマイクロコンピュータを備えている。記憶部２２
には、各種のソフトウェアやデータが記憶されている。
【００３２】
　表示部２４は、例えば液晶ディスプレイや有機ＥＬディスプレイなど、画像を表示可能
な表示デバイスを有する。
　入力部２３は、各種入力操作を受け付けるための入力用デバイスを有する。入力部２３
が有する入力用デバイスには、例えば、キーボード、マウス、タッチパネルなどが含まれ
る。タッチパネルは、表示部２４が有する表示デバイスにおける画像の表示領域に重畳配
置される。
【００３３】
　通信部２５は、ネットワーク３を通じて外部の装置と通信を行うための通信インタフェ
ースである。情報処理装置２０は、通信部２５を介して画像処理装置１０とデータ通信を
行うことができる。
【００３４】
　（４）ホーム画面の説明
　画像処理装置１０において、制御部１１が起動すると、ディスプレイ１３ａに、例えば
図２（ａ）又は図２（ｂ）に示すようなホーム画面４０が表示される。ホーム画面４０は
、複数のタブ３１，３２，・・・を有するタブ形式の画面である。
【００３５】
　ホーム画面４０に表示されるタブは、後述するユーザ認証機能がオン及びオフのどちら
に設定されているかによって異なり得る。また、ユーザ認証機能がオンに設定されている
場合においても、後述するユーザモードに応じて、或いはログインユーザに応じて、異な
り得る。図２（ａ）及び図２（ｂ）は、ユーザ認証機能がオンに設定されていて且つユー
ザモードが一般モードに設定されている場合のホーム画面４０の一例を示している。
【００３６】
　複数のタブ３１，３２，・・・にはそれぞれ個別にタブ画面５０が対応付けられている
。ホーム画面４０には、複数のタブ３１，３２，・・・のうち選択状態にされている１つ
のタブに対応したタブ画面５０が表示される。選択状態にされているタブは、他のタブと
は異なる態様で表示される。図２（ａ）は、タブ名が「基本１」の第１タブ３１が選択状
態にされていて、第１タブ３１が他のタブとは異なる態様（例えば異なる色、異なる大き
さなど）で表示されている例を示している。図２（ｂ）は、タブ名が「基本３」の第３タ
ブ３３が選択状態にされていて、第３タブ３３が他のタブとは異なる態様で表示されてい
る例を示している。
【００３７】
　ホーム画面４０を表示させるために必要な各種情報や、ホーム画面４０に対して入力部
１４を介して各種入力操作が行われた場合に実行すべき処理の内容に関する情報などは、
記憶部１２に記憶されている。
【００３８】
　各タブに対応付けられている各タブ画面５０は、複数のアイコンが配置された画面であ
る。本実施形態では、１つのタブ画面５０に例えば８個のアイコンが配置される。即ち、
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図２（ａ）に示すように、タブ画面５０には、第１アイコン５１～第８アイコン５８が配
置される。各アイコンの具体的種類は変更することができる。
【００３９】
　各タブ画面５０に配置される各アイコンには、それぞれ、特定の機能における特定の処
理が対応付けられている。ユーザによりいずれかのアイコンがタップされると、そのアイ
コンに対応付けられている特定の処理が実行される。
【００４０】
　図２（ａ）に例示するタブ画面５０においては、例えば、第１アイコン５１はファクス
機能における特定の処理が対応付けられたアイコンであり、第２アイコン５２はコピー機
能における特定の処理が対応付けられたアイコンであり、第３アイコン５３はスキャン機
能における特定の処理が対応付けられたアイコンである。第４アイコン５４及び第８アイ
コン５８は、特定の処理が対応付けられていない未登録アイコンである。ユーザは、これ
らの未登録アイコンに特定の処理を登録することができる。第５アイコン５５～第７アイ
コン５７については説明を省略する。
【００４１】
　ホーム画面４０に表示されるタブは、図３（ｂ）に示すタブ設定テーブルにおいて管理
されている。タブ設定テーブルには、Ｎｔ個（Ｎｔは任意）のタブが規定順序でリストア
ップされている。本実施形態における規定順序は、例えば、図３（ｂ）に示されているよ
うに、第１タブ、第２タブ、第３タブ、・・・、第Ｎｔタブ、の順序である。
【００４２】
　各タブには、属性が設定される。本実施形態では、共有又はパーソナルの属性が設定さ
れる。タブの属性は、タブ毎に任意に変更することができる。図３（ｂ）は、第１タブ～
第３タブの属性が共有であり、その他のタブの属性がパーソナルに設定されている例を示
している。
【００４３】
　また、各タブには、タブの名称が設定される。タブの名称は、タブがホーム画面４０に
表示される際に各タブに表示される。タブの名称は、タブ毎に任意に変更することができ
る。また、各タブには、対応付けられているアイコンの数、より具体的には未登録アイコ
ン以外のアイコンの数が、付加されている。
【００４４】
　タブ設定テーブルは、例えば、画像処理装置１０の記憶部１２に予め記憶されていても
よい。この場合、画像処理装置１０において、記憶部１２に記憶されているタブ設定テー
ブルをユーザが任意にカスタマイズできてもよい。
【００４５】
　また、タブ設定テーブルは、例えば、情報処理装置２０などの他の装置から特定の取得
タイミングで取得して記憶部１２に記憶されてもよい。
　本実施形態では、例えば、情報処理装置２０においてタブ設定テーブルを任意にカスタ
マイズできるように構成されている。そして、画像処理装置１０の制御部１１は、起動す
ると、情報処理装置２０からネットワーク３を介してタブ設定テーブルを取得し、記憶部
１２に記憶する。制御部１１は、タブ設定テーブルを記憶部１２に記憶すると、その後は
、その記憶したタブ設定テーブルを参照してホーム画面４０を表示させる。
【００４６】
　なお、記憶部１２に記憶した後も、特定のタイミングで情報処理装置２０からタブ設定
テーブルを取得して、記憶部１２に記憶されているタブ設定テーブルをその取得した新た
なタブ設定テーブルに更新するようにしてもよい。
【００４７】
　ホーム画面４０における各タブの配列方向は、本実施形態では右方向である。即ち、各
タブは右方向に順次配列される。上記配列方向への各タブの配列順序は、例えば、前述の
規定順序に応じた順序、即ち規定順序における昇順である。
【００４８】
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　本実施形態では、ホーム画面４０には、最大で例えば４つのタブを同時に表示可能であ
る。本実施形態では、タブの総数Ｎｔは、ホーム画面４０に同時に表示可能なタブの最大
数（以下、「同時表示タブ最大数」と称する）である４よりも多い。図２（ａ）は、ホー
ム画面４０に、第１タブ～第ＮｔタブのＮｔ個のタブのうち、第１タブ３１～第３タブ３
３が表示されている例を示している。
【００４９】
　ホーム画面４０における、タブが表示される領域の両端近傍には、左ボタン３８及び右
ボタン３９が表示される。表示対象のタブが５つ以上あってそのうち４つが表示されてい
る場合は、左ボタン３８又は右ボタン３９をタップすることによって、表示対象のタブを
左又は右へスクロールさせることで、表示されていないタブを表示させることができる。
【００５０】
　現在選択状態にされているタブのタブ画面から、他のタブのタブ画面に切り替えたい場
合は、例えば、切り替え先のタブをタップすればよい。現在選択状態のタブ以外のタブを
タップすると、そのタップしたタブが選択状態にされて、ホーム画面４０には、その新た
に選択状態にされたタブに対応したタブ画面が表示される。
【００５１】
　画像処理装置１０は、ユーザ認証機能を備え、このユーザ認証機能がオン又はオフに設
定される。ユーザ認証機能のオン又はオフは、画像処理装置１０において実行可能であっ
てもよいし、例えば情報処理装置２０などの外部の装置からネットワーク３を介して実行
可能であってもよい。
【００５２】
　図２（ａ）及び図２（ｂ）に示すように、ユーザ認証機能がオンに設定されている場合
、ユーザ認証機能が有効となり、画像処理装置１０のユーザモードが、一般モード又は個
人モードに設定される。一般モードは、いずれの登録ユーザもログインしていないユーザ
モードである。つまり、一般モードは、パスワード入力などの認証処理を要することなく
全てのユーザが設定可能なユーザモードである。個人モードは、予め登録されているユー
ザ（以下、「登録ユーザ」と称する）のいずれかが所定のユーザ認証操作を行ってログイ
ンすることにより設定される。即ち、いずれかの登録ユーザがログインすることにより、
その登録ユーザに対応した個人モードに設定される。
【００５３】
　登録ユーザは、画像処理装置１０において直接、或いは情報処理装置２０などの外部の
装置を介して間接的に、登録することができる。例えば、情報処理装置２０には、図３（
ｃ）に示すユーザリストが管理されている。ユーザリストには、登録ユーザが登録される
。また、ユーザリストには、登録ユーザ毎に、個人登録タブを登録することが可能である
。情報処理装置２０において登録ユーザの登録処理が行われると、その登録ユーザがユー
ザリストに追加される。さらに、その登録ユーザに対して個人登録タブを任意に登録する
ことができる。
【００５４】
　図３（ｃ）に示すユーザリストは、少なくともユーザＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄが登録ユーザとし
て登録されていることを例示している。また、ユーザＡの個人登録タブとして第４タブが
登録され、ユーザＢの個人登録タブとして第５タブが登録され、ユーザＣの個人登録タブ
として第２タブが登録され、ユーザＤの個人登録タブは登録されていない例が示されてい
る。個人登録タブは、共有及びパーソナルのいずれの属性のタブも登録可能である。ただ
し、本実施形態では、一例として、１つのタブは一人の登録ユーザにおいてのみ登録可能
であり、複数の登録ユーザが同じ１つのタブを重複して個人登録タブに設定することはで
きないようにされている。
【００５５】
　ユーザリストは、画像処理装置１０が自ら管理してもよいし、基本的には情報処理装置
２０側で管理し、必要に応じて画像処理装置１０が情報処理装置２０から取得するように
してもよい。本実施形態では、何れかの登録ユーザがログインする毎に、画像処理装置１
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０が情報処理装置２０とデータ通信を行うことにより、情報処理装置２０で管理されてい
るユーザリストを参照し、ログインした登録ユーザに対応した個人登録タブを示す情報を
取得する。
【００５６】
　登録ユーザのログインは、例えば、登録ユーザ固有のユーザ認証情報（例えばパスワー
ド）が入力部１４を介して入力されることを含む所定の認証処理が実行されることによっ
て行われる。
【００５７】
　ユーザモードが一般モードか個人モードかによって、ホーム画面４０に表示されるタブ
が異なる。さらに、個人モード時においても、どの登録ユーザがログインしているかによ
って、ホーム画面４０に表示されるタブが異なる。
【００５８】
　ユーザ認証機能がオンに設定されると、ホーム画面４０には、図２（ａ）及び図２（ｂ
）に示すように、ユーザ切替インタフェース３６が表示される。ユーザ切替インタフェー
ス３６は、ユーザモードを切り替えるためにユーザに操作（例えばタップ操作）される画
像である。
【００５９】
　ユーザ切替インタフェース３６には、現在のユーザモードを示す情報が表示される。本
実施形態では、ユーザモードが一般モードに設定されている場合は、図２（ａ）及び図２
（ｂ）に示すように、一般モードであることを示す「パブリック」というテキストが表示
される。ユーザモードが個人モードに設定されている場合は、ユーザ切替インタフェース
３６には、図６（ａ）～図６（ｃ）に例示するように、ログインユーザを示す情報が表示
される。
【００６０】
　ユーザ切替インタフェース３６がタップされると、表示部１３に、ユーザモードを選択
するための不図示のユーザモード選択画面が表示される。ユーザモード選択画面には、選
択肢として、一般モードと、各登録ユーザが表示される。そして、一般モードが選択され
ると、ユーザモードが一般モードに設定される。
【００６１】
　一般モードにおいては、ホーム画面４０には、属性が共有のタブが表示され、そのうち
いずれか１つのタブが選択状態にされる。一般モードにおいては、基本的には、属性がパ
ーソナルのタブは表示されない。
【００６２】
　なお、ユーザ認証機能がオンに設定されている場合において、制御部１１に電源が投入
されて制御部１１が起動したとき（以下、「第１のタイミング」と称する）、制御部１１
は、ユーザモードを例えば一般モードに設定し、一般モードに対応したホーム画面４０を
表示させる。また、一般モードにおいて、ホーム画面４０とは異なる画面が表示されてい
る場合に、入力部１４が備える不図示のホームキーが押下されたとき（以下、「第２のタ
イミング」と称する）、制御部１１は、一般モードに対応したホーム画面４０を表示させ
る。また、ユーザモードが個人モードから一般モードに変更されたとき（以下、「第３の
タイミング」と称する）、制御部１１は、一般モードに対応したホーム画面４０を表示さ
せる。
【００６３】
　第１のタイミング～第３のタイミングで表示されるホーム画面４０において最初に選択
状態にされるタブであるメインホーム画面タブは、図３（ａ）に示すメインホーム画面タ
ブ設定テーブルにおいて設定されている。ユーザは、特定の設定操作を行うことで、メイ
ンホーム画面タブを変更することができる。図３（ａ）は、メインホーム画面タブが第１
タブに設定されている例を示している。制御部１１は、第１のタイミング～第３のタイミ
ングにおいて、メインホーム画面タブ設定テーブルを参照して、メインホーム画面タブの
設定値を取得する。そして、取得した設定値が示すタブを選択状態とするホーム画面４０
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を表示させる。
【００６４】
　本実施形態では、図３（ｂ）に示すように、第１タブ～第３タブの属性が共有である。
そのため、一般モード時のホーム画面４０には、図２（ａ）に例示するように、第１タブ
３１、第２タブ３２及び第３タブ３３が表示される。さらに、図３（ａ）に示すメインホ
ーム画面タブ設定テーブルの設定値に基づき、第１タブ３１が選択状態にされ、第１タブ
３１のタブ画面５０が表示される。
【００６５】
　ユーザは、タブ設定テーブルにおける、各タブの属性及びタブ名を任意に変更すること
ができる。そのため、例えば次のようなケースが発生し得る。
　即ち、あるユーザが、図３（ｂ）に示すタブ設定テーブルの設定値に基づいて、属性が
共有の第１タブをメインホーム画面タブに設定したとする（図３（ａ）の状態に対応）。
この時点では、上記の第１タイミング～第３タイミングにおいて表示されるホーム画面４
０では、図２（ａ）に示すように、共有属性の第１タブ３１～第３タブ３３が表示される
と共に、メインホーム画面タブに設定されている第１タブ３１が選択状態にされる。
【００６６】
　その後、第１タブ３１の属性がパーソナルに変更されたとする。この場合、一般モード
のホーム画面４０には第１タブ３１は表示されなくなる。一方、メインホーム画面タブの
設定値は第１タブに設定されている。そのため、ホーム画面４０において選択状態とすべ
きタブが存在しない状態となる。
【００６７】
　そこで、本実施形態では、上記のようなケースに適切に対応すべく、メインホーム画面
タブに設定されているタブの属性がパーソナルに変更された場合は、当該タブ以外の他の
共有属性のうちのいずれかが選択状態とされる。
【００６８】
　図３（ｂ）の例において第１タブの属性がパーソナルに変更された場合、共有属性のタ
ブは第２タブ及び第３タブの２つとなる。この２つのタブのうちどちらを選択状態にして
もよいが、本実施形態では、前述の規定順序における最上位のタブが選択状態にされる。
そのため、基本的には、第２タブが選択状態にされる。
【００６９】
　ただし、本実施形態では、アイコンが登録されていないタブは、アイコンが登録されて
いるタブよりも、選択状態にする優先度が低い。第２タブと第３タブのアイコンの数を比
較すると、図３（ｂ）に示すように、第２タブにはアイコンが１つも登録されていないの
に対し、第３タブには３個のアイコンが登録されている。
【００７０】
　そのため、本実施形態では、規定順序を考慮すれば第２タブの方が第３タブより上位に
配置されているものの、アイコンが登録されているか否かの判断基準が優先される。その
結果、図２（ｂ）に例示するようなホーム画面４０、即ち、アイコンが登録されていない
第２タブ３２は選択状態にされず、アイコンが登録されている第３タブ３３が選択状態に
されたホーム画面４０が表示される。
【００７１】
　次に、タブの属性を変更する方法、及び、メインホーム画面タブの設定を変更する方法
について、図４及び図５を用いて説明する。
　タブの属性は、画像処理装置１０において、或いは情報処理装置２０から遠隔で、図４
に示すタブ属性設定画面３０を介して変更することができる。タブ属性設定画面３０は、
タブ毎の属性設定画像７１～７８を含む。ユーザは、各属性設定画像７１～７８のうち属
性を変更させたいタブに対応した属性設定画像を介して、そのタブの属性を変更できる。
【００７２】
　また、タブ属性設定画面３０においては、図４に示すように、メインホーム画面タブに
設定されているタブの属性設定画像の近傍（例えば右端）に、メインホーム設定マーク７
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が付加される。ユーザは、メインホーム設定マーク７に基づいて、どのタブがメインホー
ム画面タブに設定されているかを知ることができる。そのため、メインホーム画面タブに
設定されているタブがパーソナル属性に変更されることを牽制することができる。
【００７３】
　図３（ａ）に示すメインホーム画面タブの設定値は、画像処理装置１０に表示される図
５のメインホーム画面設定画面３５を介して設定することができる。メインホーム画面設
定画面３５には、タブ設定テーブルに設定されるタブ毎の選択肢、即ちタブ選択ボタン３
５ａ，３５ｂ，・・・が表示される。ユーザは、何れかのタブ選択ボタンを選択すること
で、そのタブ選択ボタンに対応したタブをメインホーム画面タブに設定することができる
。
【００７４】
　ただし、メインホーム画面設定画面３５においては、タブ属性が共有のタブに対応した
タブ選択ボタン３５ａ，３５ｂ，３５ｃが選択肢として有効となり、タブ属性がパーソナ
ルのタブに対応した他のタブ選択ボタン３５ｄ，３５ｅ，・・・は選択肢として無効とさ
れる。選択肢として無効とされるタブ選択ボタンは、選択肢として有効とされるタブ選択
ボタンとは異なる態様（例えば異なる色）で表示され、仮にユーザがタップ操作等しても
その操作は無効にされる。
【００７５】
　一方、選択肢として有効にされるタブ選択ボタン３５ａ，３５ｂ，３５ｃのうちのいず
れかが例えばタップ操作されると、そのタップ操作されたタブ選択ボタンに対応したタブ
がメインホーム画面タブに設定される。そして、その設定内容に従って、図３（ａ）のメ
インホーム画面タブ設定テーブルの設定値が更新される。
【００７６】
　ユーザ切替インタフェース３６がタップされることによって表示される前述のユーザモ
ード選択画面（不図示）において、いずれかの登録ユーザが選択されると、認証処理を行
うための不図示の認証画面が表示される。この認証画面を介して、選択された登録ユーザ
に対応した正規のユーザ認証情報が入力されると、認証が成功、即ちログインし、ユーザ
モードが、選択された登録ユーザの個人モードに設定される。
【００７７】
　個人モードにおいては、ユーザリスト（図３（ｃ）参照）から、対応する登録ユーザに
対して登録されている個人登録タブが取得され、その個人登録タブがホーム画面４０に表
示される。さらに、個人モードにおいては、ホーム画面４０に、属性が共有のタブも表示
される。個人モードにおいては、属性がパーソナルのタブは、対応する登録ユーザの個人
登録タブを除き、ホーム画面４０に表示されない。
【００７８】
　個人モードにおいてどのタブを選択状態とするかについては、本実施形態では、図３（
ｄ）に示す、個人登録タブの個人用メインホーム画面タブ設定テーブル（以下、「個人タ
ブホーム設定テーブル」と略称する）の設定値によって異なる。
【００７９】
　個人タブホーム設定テーブルの設定値がオフの場合は、表示対象の共有属性タブのうち
のいずれか（例えば規定順序における最上位のタブ）が選択状態にされる。一方、個人タ
ブホーム設定テーブルの設定値がオンの場合は、ログインしているユーザに対応した個人
登録タブが選択状態にされる。
【００８０】
　例えばユーザＡは、ユーザリストにおいて、第４タブが個人登録タブとして登録されて
いる。そのため、ユーザＡがログインしている場合であって、個人タブホーム設定テーブ
ルの設定値が例えばオンに設定されている場合は、ホーム画面４０には、図６（ａ）に例
示するように、ユーザＡの個人登録タブである第４タブ３４、及び属性が共有の第１タブ
３１～第３タブ３３が表示され、そのうち第４タブ３４が選択状態にされる。
【００８１】
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　また、図６（ａ）に示す状態から、例えば、個人タブホーム設定テーブルの設定値がオ
フに変更されると、図６（ｂ）に例示するように、第１タブ３１が選択状態にされる。
　さらに、図６（ｂ）に示す状態から、例えば、第１タブ３１の属性がパーソナルに変更
されると、図６（ｃ）に例示するように、第１タブ３１が消去される。そして、他の共有
属性タブのうち、規定順位における最上位であって且つアイコンが登録されているタブで
ある、第３タブ３３が、選択状態にされる。
【００８２】
　（５）一般モードホーム画面表示処理
　次に、一般モード時に実行される、ホーム画面４０を表示させるための一般モードホー
ム画面表示処理について、図７を参照して説明する。制御部１１は、前述の第１タイミン
グ～第３タイミングのいずれかが発生すると、記憶部１２から図７の一般モードホーム画
面表示処理のプログラムを読み込んで実行する。
【００８３】
　図７を参照して説明する。制御部１１は、一般モードホーム画面表示処理を開始すると
、Ｓ１１０で、メインホーム画面タブ設定テーブル（図３（ａ）参照）から、メインホー
ム画面タブの設定値を取得する。また、タブ設定テーブル（図３（ｂ）参照）を参照し、
タブ設定テーブルに登録されている各タブのタブ属性、タブ名、アイコン数を取得する。
情報処理装置２０などの他の装置からタブ設定テーブルの情報を取得し、そのタブ設定テ
ーブルからタブ属性を取得すると共にそのタブ設定テーブルを記憶部１２に記憶してもよ
いし、前回までのＳ１１０の処理で取得して記憶部１２に記憶されているタブ設定テーブ
ルを読み出してそのタブ設定テーブルからタブ属性や各タブ名、アイコン数を取得しても
よい。
【００８４】
　Ｓ１２０では、Ｓ１１０で取得したメインホーム画面タブの属性が共有であるか否か判
断する。つまり、取得したメインホーム画面タブの設定値から、取得したタブ設定テーブ
ル内のインデックスに一致するタブのタブ属性を取得し、共有であるか否かを判断する。
メインホーム画面タブの属性が共有である場合は、Ｓ１３０に移行する。Ｓ１３０では、
メインホーム画面タブのタブ画面を、ホーム画面に設定、即ちホーム画面において選択状
態として表示させる画面として設定する。Ｓ１４０では、Ｓ１３０で設定した内容に従っ
て、ホーム画面４０を表示させる。即ち、タブ設定テーブルを参照し、共有属性タブを含
むホーム画面４０であってＳ１３０でホーム画面に設定されたタブを選択状態とする。
【００８５】
　Ｓ１２０で、メインホーム画面タブの属性が共有ではない場合は、Ｓ１５０に移行する
。Ｓ１５０では、変数ｎを１に設定する。Ｓ１６０では、変数ｎがタブの総数以下である
か否か判断する。変数ｎがタブの総数以下である場合は、Ｓ１７０に移行する。Ｓ１７０
では、タブ設定テーブルから第ｎタブの情報を取得する。
【００８６】
　Ｓ１８０では、Ｓ１７０で取得した情報に基づき、第ｎタブの属性が共有であるか否か
判断する。第ｎタブの属性が共有ではない場合は、Ｓ２００で、変数ｎを１つインクリメ
ントして、Ｓ１６０に移行する。第ｎタブの属性が共有である場合は、Ｓ１９０に移行す
る。
【００８７】
　Ｓ１９０では、Ｓ１７０で取得した情報に基づき、第ｎタブがアイコンを含むか否か判
断する。第ｎタブがアイコンを含まない場合は、Ｓ２００に移行する。第ｎタブがアイコ
ンを含む場合は、Ｓ２１０に移行する。Ｓ２１０では、第ｎタブのタブ画面を、ホーム画
面に設定する。Ｓ２１０の処理後は、Ｓ１４０に移行し、Ｓ２１０で設定した内容に従っ
て、ホーム画面４０を表示させる。
【００８８】
　Ｓ１６０で、変数ｎがタブの総数を超えている場合は、Ｓ２２０に移行する。Ｓ２２０
では、Ｓ１３０と同様、メインホーム画面タブのタブ画面を、ホーム画面に設定する。Ｓ
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２２０の処理後は、Ｓ１４０に移行し、Ｓ２２０で設定した内容に従って、ホーム画面４
０を表示させる。
【００８９】
　（６）タブ属性設定処理
　次に、図４に示したタブ属性設定画面３０を介してタブの属性を設定するためのタブ属
性設定処理について、図８を参照して説明する。画像処理装置１０の制御部１１は、特定
のタブ属性設定要求が入力されると、記憶部１２から図８のタブ属性設定処理のプログラ
ムを読み込んで実行する。なお、タブ属性設定処理は、情報処理装置２０の制御部２１が
実行し、その実行結果を所定のタイミングで画像処理装置１０へ送信してもよい。
【００９０】
　図８を参照して説明する。制御部１１又は制御部２１は、タブ属性設定処理を開始する
と、Ｓ３１０で、メインホーム画面タブ設定テーブル（図３（ａ）参照）から、メインホ
ーム画面タブの設定値を取得する。
【００９１】
　Ｓ３２０では、変数ｎを１に設定する。Ｓ３３０では、変数ｎがタブの総数以下である
か否か判断する。変数ｎがタブの総数を超えている場合は、Ｓ３７０に移行する。変数ｎ
がタブの総数以下である場合は、Ｓ３４０に移行する。
【００９２】
　Ｓ３４０では、メインホーム画面タブ設定テーブル（図３（ａ）参照）を参照して、第
ｎタブがメインホーム画面タブに設定されているか否か判断する。第ｎタブがメインホー
ム画面タブに設定されていない場合は、Ｓ３５０で、変数ｎを１つインクリメントして、
Ｓ３３０に移行する。
【００９３】
　第ｎタブがメインホーム画面タブに設定されている場合は、Ｓ３６０に移行する。Ｓ３
６０では、第ｎタブへメインホーム設定マーク７（図４参照）を付加するように設定する
。
　Ｓ３７０では、タブ属性設定画面３０（図４参照）を表示させる。このとき、Ｓ３６０
でメインホーム設定マーク７を付加するように設定されたタブの属性設定画像の近傍に、
メインホーム設定マーク７を表示させる。Ｓ３８０では、Ｓ３７０で表示させたタブ属性
設定画面３０に対するユーザの入力を受け付け、その入力に従って、各タブの属性を設定
する。
【００９４】
　（７）メインホーム画面設定処理
　次に、図５に示したメインホーム画面設定画面３５を介してメインホーム画面タブ（図
３（ａ）参照）を設定するためのメインホーム画面設定処理について、図９を参照して説
明する。画像処理装置１０の制御部１１は、特定のメインホーム画面設定要求が入力され
ると、記憶部１２から図９のメインホーム画面設定処理のプログラムを読み込んで実行す
る。
【００９５】
　図９を参照して説明する。制御部１１は、メインホーム画面設定処理を開始すると、Ｓ
４１０で、変数ｎを１に設定する。Ｓ４２０では、変数ｎがタブの総数以下であるか否か
判断する。変数ｎがタブの総数以下である場合は、Ｓ４３０に移行する。Ｓ４３０では、
タブ設定テーブルから第ｎタブの情報を取得する。
【００９６】
　Ｓ４４０では、Ｓ４３０で取得した情報に基づき、第ｎタブの属性が共有であるか否か
判断する。第ｎタブの属性が共有ではない場合は、Ｓ４６０で、変数ｎを１つインクリメ
ントして、Ｓ４２０に移行する。第ｎタブの属性が共有である場合は、Ｓ４５０に移行し
、第ｎタブを選択対象に追加して、Ｓ４６０に移行する。
【００９７】
　Ｓ４２０で、変数ｎがタブの総数を超えている場合は、Ｓ４７０に移行する。Ｓ４７０
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では、メインホーム画面設定画面３５（図５参照）を表示させる。このとき、図５に例示
したように、Ｓ４５０の処理で選択対象に追加されたタブ（即ち共有属性タブ）に対応し
た選択肢のみを選択可能とし、Ｓ４５０で選択対象に追加されなかったタブ（即ちパーソ
ナル属性タブ）に対応した選択肢は無効として選択できないようにする。
【００９８】
　Ｓ４８０では、Ｓ４７０で表示させたメインホーム画面設定画面３５に対するユーザの
入力を受け付け、その入力に従って、メインホーム画面タブを設定する。
　（８）メインホーム画面初期化処理
　次に、メインホーム画面タブ（図３（ａ）参照）の設定値を初期化するためのメインホ
ーム画面初期化処理について、図１０を参照して説明する。制御部１１は、特定の初期化
指示操作が入力されると、記憶部１２から図１０のメインホーム画面初期化処理のプログ
ラムを読み込んで実行する。
【００９９】
　図１０を参照して説明する。制御部１１は、メインホーム画面初期化処理を開始すると
、Ｓ５１０で、初期化指示操作を受け付ける。Ｓ５２０では、メインホーム画面タブの初
期設定値を取得する。メインホーム画面タブの初期設定値は、どこから取得してもよい。
例えば記憶部１２に予め記憶されていて、記憶部１２から取得してもよい。また例えば、
情報処理装置２０などの外部の装置から取得してもよい。
【０１００】
　Ｓ５３０では、Ｓ５２０で取得した初期設定値のタブの属性が共有であるか否か判断す
る。具体的には、記憶部１２に記憶されているタブ設定テーブルから、初期設定値のタブ
に対応するタブのタブ属性を取得し、共有か否かを判断する。初期設定値のタブの属性が
共有である場合は、Ｓ５４０に移行する。Ｓ５４０では、初期設定値のタブのタブ画面を
、ホーム画面に設定、即ちホーム画面において選択状態として表示させる画面として設定
する。
【０１０１】
　Ｓ５３０で、初期設定値のタブの属性が共有ではない場合は、Ｓ５６０に移行する。Ｓ
５６０では、変数ｎを１に設定する。Ｓ５７０では、変数ｎがタブの総数以下であるか否
か判断する。変数ｎがタブの総数以下である場合は、Ｓ５８０に移行する。Ｓ５８０では
、タブ設定テーブルから第ｎタブの情報を取得する。
【０１０２】
　Ｓ５９０では、Ｓ５８０で取得した情報に基づき、第ｎタブの属性が共有であるか否か
判断する。第ｎタブの属性が共有ではない場合は、Ｓ６００で、変数ｎを１つインクリメ
ントして、Ｓ５７０に移行する。第ｎタブの属性が共有である場合は、Ｓ６１０に移行す
る。Ｓ６１０では、第ｎタブを、メインホーム画面タブに設定し、メインホーム画面タブ
設定テーブルをその設定値に更新する。
【０１０３】
　Ｓ５７０で、変数ｎがタブの総数を超えている場合は、Ｓ６２０に移行する。Ｓ６２０
では、初期設定値のタブをメインホーム画面タブに設定し、メインホーム画面タブ設定テ
ーブルをその設定値に更新する。
【０１０４】
　（９）個人モードホーム画面表示処理
　次に、個人モード時に実行される、ホーム画面４０を表示させるための個人モードホー
ム画面表示処理について、図１１を参照して説明する。制御部１１は、ユーザモードが一
般モードから個人モードに変更されたとき、及び個人モードにおいてログインユーザが変
更されたとき、記憶部１２から図１１の個人モードホーム画面表示処理のプログラムを読
み込んで実行する。
【０１０５】
　図１１を参照して説明する。制御部１１は、個人モードホーム画面表示処理を開始する
と、Ｓ７１０で、ログインユーザ情報を取得する。具体的に、ユーザリスト（図３（ｃ）
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参照）から、新たにログインした登録ユーザに対応した情報を取得する。
【０１０６】
　Ｓ７２０では、ログインした登録ユーザに個人登録タブが設定されているか否か判断す
る。ログインした登録ユーザに個人登録タブが設定されている場合は、Ｓ７３０に移行す
る。Ｓ７３０では、ログインしたユーザに設定されている個人登録タブを個人用メインホ
ーム画面タブとして利用するように設定されているか否か判断する。具体的には、個人タ
ブホーム設定テーブル（図３（ｄ）参照）の設定値がオン及びオフのどちらであるかを判
断する。個人タブホーム設定テーブルの設定値がオフの場合は、Ｓ７６０に移行する。個
人タブホーム設定テーブルの設定値がオンの場合は、Ｓ７４０に移行する。
【０１０７】
　Ｓ７４０では、個人登録タブのタブ画面を、ホーム画面に設定、即ちホーム画面におい
て選択状態として表示させる画面として設定する。Ｓ７５０では、Ｓ７４０で設定した内
容に従って、ホーム画面４０を表示させる。即ち、タブ設定テーブルを参照し、共有属性
タブ、及びログインユーザの個人登録タブを含むホーム画面４０であって、Ｓ７４０でホ
ーム画面に設定されたタブを選択状態とする。
【０１０８】
　Ｓ７２０で、ログインした登録ユーザに個人登録タブが設定されていない場合は、Ｓ７
６０に移行する。Ｓ７６０では、メインホーム画面タブ設定テーブル（図３（ａ）参照）
から、メインホーム画面タブの設定値を取得する。
【０１０９】
　Ｓ７７０では、Ｓ７６０で取得したメインホーム画面タブの属性が共有であるか否か判
断する。具体的には、記憶部１２に記憶されているタブ設定テーブルから、取得したメイ
ンホーム画面タブの設定値に対応するタブのタブ属性を取得し、共有か否かを判断する。
メインホーム画面タブの属性が共有である場合は、Ｓ８４０に移行する。Ｓ８４０では、
メインホーム画面タブのタブ画面をホーム画面に設定する。この場合におけるＳ７５０で
は、Ｓ８４０で設定した内容に従って、ホーム画面４０を表示させる。即ち、タブ設定テ
ーブルを参照し、共有属性タブ、及びログインユーザの個人登録タブを含むホーム画面４
０であって、Ｓ８４０でホーム画面に設定されたタブを選択状態とする。
【０１１０】
　Ｓ７７０で、メインホーム画面タブの属性が共有ではない場合は、Ｓ７８０に移行する
。Ｓ７８０では、変数ｎを１に設定する。Ｓ７９０では、変数ｎがタブの総数以下である
か否か判断する。変数ｎがタブの総数以下である場合は、Ｓ８００に移行する。Ｓ８００
では、タブ設定テーブルから第ｎタブの情報を取得する。
【０１１１】
　Ｓ８１０では、Ｓ８００で取得した情報に基づき、第ｎタブの属性が共有であるか否か
判断する。第ｎタブの属性が共有ではない場合は、Ｓ８２０で、変数ｎを１つインクリメ
ントして、Ｓ７９０に移行する。第ｎタブの属性が共有である場合は、Ｓ８３０に移行す
る。
【０１１２】
　Ｓ８３０では、第ｎタブのタブ画面を、ホーム画面に設定する。Ｓ８３０の処理後は、
Ｓ７５０に移行し、Ｓ８３０で設定した内容に従って、ホーム画面４０を表示させる。Ｓ
７９０で、変数ｎがタブの総数を超えている場合は、Ｓ８４０に移行する。
【０１１３】
　（１０）実施形態の効果
　本実施形態の画像処理装置１０では、ユーザモードが一般モードに設定されている場合
、パーソナル属性タブは表示されずに共有属性タブが表示され、そのうちメインタブに設
定されているタブが選択状態にされる。ただし、メインタブの属性がパーソナルに設定さ
れている場合は、そのメインタブは表示されず、他のいずれかの共有属性タブが選択状態
にされる。
【０１１４】



(19) JP 2020-52973 A 2020.4.2

10

20

30

40

50

　そのため、メインタブの属性がパーソナルに設定変更されても、一般モードでの動作開
始後、選択状態のタブを適切に決定して、ホーム画面を適切に表示させることが可能とな
る。
【０１１５】
　なお、本実施形態において、記憶部１２は第１の記憶部及び第２の記憶部の一例に相当
する。ホーム画面４０は待機画面の一例に相当する。各アイコン５１～５８は機能オブジ
ェクトの一例に相当する。メインホーム画面タブはメインタブの一例に相当する。メイン
ホーム画面設定画面３５はメインタブ選択画面の一例に相当する。メインホーム設定マー
ク７は特定のマークの一例に相当する。属性設定画像７１～７８は選択用画像の一例に相
当する。図３（ｄ）のテーブルは個人モード情報の一例に相当する。図３（ｃ）のユーザ
リストにおける個人用メインホーム画面タブの設定値は選択指定情報の一例に相当する。
【０１１６】
　また、Ｓ１４０，Ｓ２１０，Ｓ７５０，Ｓ９４０の処理は表示処理の一例に相当し、こ
のうち特にＳ１４０及びＳ２１０の処理は第１表示処理の一例に相当し、Ｓ７５０及びＳ
９４０の処理は第２表示処理の一例に相当する。Ｓ４７０，Ｓ４８０，Ｓ５４０，Ｓ６１
０，Ｓ６２０の処理はメインタブ設定処理の一例に相当し、このうちＳ４７０はメインタ
ブ選択画面表示処理の一例に相当する。Ｓ３７０の処理は属性設定画面表示処理の一例に
相当する。Ｓ３８０の処理は属性設定処理の一例に相当する。Ｓ５１０の処理は初期化受
付処理の一例に相当する。Ｓ５３０の処理は属性判断処理の一例に相当する。
【０１１７】
　［２．他の実施形態］
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明は上述の実施形態に限定されるこ
となく、種々変形して実施することができる。
【０１１８】
　（１）個人モード移行時に最初にどのようなホーム画面を表示させるか、即ちどのタブ
を選択状態にして表示させるか、については、図１１に示した個人モードホーム画面表示
処理とは異なる処理で決定されてもよい。
【０１１９】
　例えば、図３（ｃ）のユーザリストに示されているように、登録ユーザ毎に任意のタブ
を個人用メインホーム画面タブとして予め登録可能であってもよい。そして、ログインユ
ーザにおいて個人用メインホーム画面タブが設定されている場合は、ホーム画面において
その個人用メインホーム画面タブを表示させ且つ選択状態にするようにしてもよい。
【０１２０】
　これを実現するために、図１１の個人モードホーム画面表示処理に代えて、例えば図１
２に示す個人モードホーム画面表示処理を実行することによって、ホーム画面を表示させ
るようにしてもよい。図１２に示す個人モードホーム画面表示処理について具体的に説明
する。
【０１２１】
　図１２を参照して説明する。制御部１１は、図１２に示す個人モードホーム画面表示処
理を開始すると、Ｓ９１０で、Ｓ７１０と同様にログインユーザ情報を取得する。Ｓ９２
０では、ユーザリストに基づき、ログインユーザの個人登録タブが、ログインユーザの個
人用メインホーム画面タブと同じであるか否かを判断する。
【０１２２】
　ログインユーザの個人登録タブが、ログインユーザの個人用メインホーム画面タブと同
じである場合は、Ｓ９３０に移行する。この場合におけるＳ９３０の処理、及びそれに続
くＳ９４０の処理は、図１１のＳ７４０～Ｓ７５０の処理と同じである。
【０１２３】
　Ｓ９２０で、ログインユーザの個人登録タブが、ログインユーザの個人用メインホーム
画面タブと異なる場合は、Ｓ９５０に移行する。Ｓ９５０では、個人用メインホーム画面
タブの属性が共有であるか否か判断する。具体的には、記憶部１２に記憶されているタブ
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設定テーブルから、取得した個人用メインホーム画面タブに対応するタブのタブ属性を取
得し、共有か否かを判断する。個人用メインホーム画面タブの属性が共有である場合は、
Ｓ１０３０に移行する。Ｓ１０３０では、個人用メインホーム画面タブのタブ画面をホー
ム画面に設定し、Ｓ９４０に移行する。この場合におけるＳ９４０では、Ｓ１０３０で設
定した内容に従って、ホーム画面４０を表示させる。即ち、タブ設定テーブルを参照し、
共有属性タブ、及びログインユーザの個人登録タブを含むホーム画面４０であって、Ｓ１
０３０でホーム画面に設定されたタブを選択状態とする。
【０１２４】
　Ｓ９５０で、個人用メインホーム画面タブの属性が共有ではない場合は、Ｓ９６０に移
行する。Ｓ９６０では、変数ｎを１に設定する。Ｓ９７０では、変数ｎがタブの総数以下
であるか否か判断する。変数ｎがタブの総数以下である場合は、Ｓ９８０に移行する。Ｓ
９８０では、タブ設定テーブルから第ｎタブの情報を取得する。
【０１２５】
　Ｓ９９０では、Ｓ９８０で取得した情報に基づき、第ｎタブの属性が共有であるか否か
判断する。第ｎタブの属性が共有ではない場合は、Ｓ１０００で、変数ｎを１つインクリ
メントして、Ｓ９７０に移行する。第ｎタブの属性が共有である場合は、Ｓ１０１０に移
行する。
【０１２６】
　Ｓ１０１０では、第ｎタブのタブ画面を、ホーム画面に設定する。Ｓ１０１０の処理後
は、Ｓ９４０に移行し、Ｓ１０１０で設定した内容に従って、ホーム画面４０を表示させ
る。Ｓ９７０で、変数ｎがタブの総数を超えている場合は、Ｓ１０２０に移行する。Ｓ１
０２０では、変数ｎを１つデクリメントして、Ｓ１０１０に移行する。
【０１２７】
　（２）図４に示すタブ属性設定画面３０において、メインホーム設定マーク７は、どの
ようなデザインのマークであってもよい。また、メインホーム設定マーク７を付加するこ
とに代えて、対応するタブを例えば強調表示させたり色を変えて表示させたりすることで
、他のタブと区別できるようにしてもよい。
【０１２８】
　（３）図５に示すメインホーム画面設定画面３５において、選択できないタブの選択肢
はどのような形態で表示させてもよい。あるいは、選択できないタブの選択肢は表示させ
ないようにしてもよい。
【０１２９】
　（４）その他、上記実施形態における１つの構成要素が有する複数の機能を、複数の構
成要素によって実現したり、１つの構成要素が有する１つの機能を、複数の構成要素によ
って実現したりしてもよい。また、複数の構成要素が有する複数の機能を、１つの構成要
素によって実現したり、複数の構成要素によって実現される１つの機能を、１つの構成要
素によって実現したりしてもよい。また、上記実施形態の構成の一部を省略してもよい。
また、上記実施形態の構成の少なくとも一部を、他の上記実施形態の構成に対して付加又
は置換してもよい。
【符号の説明】
【０１３０】
　１…情報処理システム、３…ネットワーク、７…メインホーム設定マーク、１０…画像
処理装置、１１，２１…制御部、１２，２２…記憶部、１３，２４…表示部、１３ａ…デ
ィスプレイ、１４，２３…入力部、１４ａ…タッチパネル、１５…読取部、１６…印刷部
、１７…メディアＩ／Ｆ、１８…第１通信部、１９…第２通信部、２０…情報処理装置、
２５…通信部、３０…タブ属性設定画面、３１…第１タブ、３２…第２タブ、３３…第３
タブ、３４…第４タブ、３５…メインホーム画面設定画面、３６…ユーザ切替インタフェ
ース、４０…ホーム画面、５０…タブ画面、５１…第１アイコン、５２…第２アイコン、
５３…第３アイコン、５４…第４アイコン、５５…第５アイコン、５６…第６アイコン、
５７…第７アイコン、５８…第８アイコン、７１…属性設定画像。
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